令和８年度　深川市役所ランチタイムマルシェ事業　実施要項
１　趣旨・目的
庁舎前駐車場や庁舎内の空きスペースを有効活用し、来庁者および職員の利便性向上と福利厚生の充実を図る。また、市が広報・周知を行うことで、市内外の魅力的な事業者（お菓子・軽食等）に販売機会を提供し、地域経済の活性化や多様な食の提供に寄与することを目的とする。
２　実施主体
深川市企画総務部総務課総務係
３　開催日時・場所
開催頻度： 週1回　１事業者
（同一出店者あたり月２日程度）
販売時間： 11:30 〜 13:30（昼休み時間帯を中心とする）
占有時間： 11:00 〜 14:00（搬入・準備・撤収時間を含む）
開催場所： 深川市役所本庁舎　1階多目的ホールの指定スペース
	　　または、深川市役所庁舎前駐車場の指定スペース
４　出店資格・要件（市内・市外業者の扱い）
広く魅力的な商品を揃えるため、市外事業者も出店可能とするが、地域振興の観点から以下の優先順位または条件を設ける。
市内事業者： 深川市内に本店、支店、営業所、または居住地を有する法人・個人事業主
市外事業者： 上記以外の事業者
共通要件：
・過去1年間に食品衛生法等に基づく行政処分を受けていないこと。
・市税等の滞納がないこと。（市内事業者のみ）
・反社会的勢力との関わりがないこと。
6　取扱品目
１）1階多目的ホールでの販売
・出店者が調理・製造等をしたもので、来庁者および職員が昼休み等に手軽に購入・消費できるもの。例：お菓子（和菓子・洋菓子）、パン、弁当、惣菜、軽食、飲料等
衛生管理： 原則として、あらかじめ個包装（パッケージング）され、適切な食品表示がなされているもの（生ものの対面販売や、庁舎内での調理・加工は不可）。
　また、販売品目について深川市職員福利厚生会売店の取扱品目と重複する場合、調整を行う場合があります。
２）庁舎前駐車場での販売
１）の他、キッチンカーで調理したものを含む。
※食品衛生法における飲食店営業許可済みのもの。
７　出店料（料金設定の考え方）
市による広報周知の付加価値を含めた「出店料」として設定する。公平性と地元優先を担保するため、市内外で金額に傾斜をつける。
市内事業者： 1回あたり 500円
市外事業者： 1回あたり 1,000円
電気代（実費）： 冷蔵ケース等の電源を使用する場合は、一律200円/回を別途加算（または出店料に含む）。 ※徴収した出店料は、市の「雑入」として歳入管理する。

８　市による支援・広報（パッケージ内容）
出店料の対価として、市は以下の広報周知および出店環境の提供を行う。
・市ホームページでの定期的な出店スケジュール、商品情報の掲載
・職員向けに庁内イントラネットでの周知
・１階多目的ホールの行事案内モニターによる周知
・（多目的ホールでの出店の場合）
設備（長机2台、パイプ椅子2脚程度）の無償貸出
９　出店手続き・スケジュール管理
事業者登録： 出店を希望する事業者は、あらかじめ「出店者登録申請書」と関係免許（食品衛生法の営業届出・許可書の写し等）を市に提出する。
１）希望の提出	出店登録業者は、前月10日までに翌月分の「出店希望日（第1希望・第2希望）」を市に提出する。
２）事務局による調整・決定権限	希望が重複した場合は、以下の優先順位に基づき、市（事務局）の裁量により出店日を決定・割り振るものとする。事業者側は市の決定に従わなければならない。
第1優先： 深川市内の事業者
第2優先： 直近2ヶ月間の出店回数が少ない事業者
第3優先： 曜日固定の強い要望がある事業者（定休日の兼ね合い等）
３）出店日の決定（ローテーション）
市は調整した結果を前月20日までに確定カレンダーとして通知する。

10　出店者の遵守事項
販売場所およびその周辺の整理整頓、清掃の徹底。
購入者から出たゴミを回収するためのゴミ箱の設置と、全ゴミの持ち帰り。
大声での呼び込みや、BGM等による業務の妨げの禁止。
万が一、食中毒や購入者とのトラブルが発生した場合、一切の責任は出店者が負うものとする。
　また、上記が守られない出店者について、出店の許可を取り消す場合があります。
